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緒  言

近年,健康維持や生活習慣病予防のために栄養・

運動・睡眠のそれぞれの重要性が提唱 されている。

これ らは時間栄養学でいわれているサーカデ ィアン

リズムを取 り入れ,生体内機能 と食事の摂取タイ ミ

ングや運動をより効果的に活用するものだが,そ の

中でたんぱく質は重要な栄養素である。スポーツ栄

養では,たんぼく質摂取のタイミングの報告がある
1)。

また,攻撃行動にオス猿で大豆たんぱく質の影響が

報告されている
2)。

しかし,動物性たんぱく質または

植物性たんばく質 と運動 との相互作用, さらに n-6/

n-3系 脂肪酸が加わった相互作用が攻撃行動に及ぼす

影響についての詳細は未だ明らかでない。著者 らの

先行研究では,脂肪酸 とたんぱく質の質 と攻撃行動

や不安行動の関係は脂質の質により変動 した
3-5)。
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要  旨

【目的】栄養 と運動が情動行動の攻撃行動に関与 していることは示唆されている。本研究では,動

物性または植物性たんぱく質 とn-9系 ・n-6系 ・n-3系 脂肪酸 との組合せがラットの攻撃行動に及

ぼす影響について,運動を負荷 したラットで比較検討を行った。

【方法】4週齢の Sprague― Dawley系雌ラットを 6食餌群に無作為に分け,実験飼料で 13週 間飼育 し

た。実験飼料 :動物性たんぱく質 としてカゼイン,植物性たんばく質として大豆たんぱく質,脂質

は n-9系 オ リーブ油,n-6系 紅花油,n-3系 エゴマ油を使用 した。ほかの成分は全ての食餌群 とも

同じであった。攻撃行動実験 :ラ ットの胴体のサイズと同じ大きさの筒を使用 して対戦させ,先に

筒から出た方を負けとして行った.運動 :ラ ット用 トレッドミルを使用 して行った。

【結果】たんばく質 と脂質が同じ食倉耳群の運動負荷の有無によるラットの攻撃行動では,オ リーブ

油群のカゼインでは運動の効果は見られなかったが,大豆たんぱく質では運動負荷の攻撃行動が著

しく増加 した。紅花油群はカゼインでは運動負荷で攻撃行動は増加,大豆たんぼく質で著 しく低下

した。エゴマ油群の攻撃行動は,運動負荷によリカゼインと大豆たんばく質ともにコン トロールよ

り顕著な減少が認められた。カゼインの方が大豆たんぼく質よりも攻撃行動はどの脂肪酸でも高い

傾向であった。さらに,カ ゼインの攻撃行動は,運動負荷に関わらずエゴマ油群と紅花油群がオリー

ブ油群よりも上昇 した。大豆たんぱく質の攻撃行動は,オ リーブ油群で運動負荷によリコン トロー

ルより顕著に増加 したのが認められた。

【結論 。考察】攻撃行動は,動物性たんばく質のカゼインの方が大豆たんばく質よりも運動の有無

に関わらず上昇 した。更に,脂肪酸の質により運動の効果は異なった。

本研究での運動は,週 2回の トレッドミル 5分間とい う軽い負荷であったので,も っと強度の運動

と栄養 と攻撃行動の関係については今後の課題である。

キーワー ド :攻撃行動,カ ゼイン,大豆たんはく質,運動,11-6/n-3系 脂肪酸

研究では,動物性たんばく質のカゼインと植物性の

大豆たんぱく質 と脂質の組合せが運動負荷ラットの

攻撃行動に及ぼす影響について比較検討を行った。

方  法

動物実験 :Sprague― Dawley系 雌 ラ ッ ト (SLC,静岡 )

の 4週 齢 を無作為 に 6群 に分 け,実験飼料 (Fig.1)

で 13週 間飼育 した。

実験飼料 :た んぱ く質 としてカゼイン (wako)と 大

豆たんばく (wako),脂質の n-9系 オリーブ油 (wako),

n-6系 紅花油 (wako),n-3系 エ ゴマ油 (朝 日ST)を

用いた。その他の成分は,全て同 じであった。 コー

ンスターチ (口 木澱粉株),ス クロース (wako),セ

ル ロース (ナ カライ株 ), ミネ ラル ミックス (オ リエ

ンタル酵母株 ), ビタ ミン ミックス (SLC株 ), コ リ

ン (wako)で あったc糖質 。たんぱ く質・脂質のエ

ネル ギー%は 58%・ 19%。 23%で行った。実験飼料鹿児島純心女子大学看護栄養学部健康栄養学科
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Fig.1 Group of experimental diet. ex:exercise, n: without exercise

は各群 ともカ ロリー量を同 じに して投与 し,翌 日残

量を測定 して摂取量を記録 した。水は自由摂取で行っ

た。

行動実験 :運動はラッ ト用 トレッ ドミル を使用 して ,

週に 2回 。5分間/匹行った。攻撃行動はラッ トの胴

体の大 きさと等 しい筒の中にラッ トを両端か ら同時

に放 ち,先 に押 し出 され るか,あ るいは退却 によっ

て自ら筒から出た方を負けとした
1)。

尚,動物実験は鹿児島純心女子大学動物実験指針

に従って行った。

結  果

同 じ食餌群を運動負荷群 (exercise)と 運動をしない群

(control):カ ゼイ ン とオ リーブ油の群では,運動 の

負荷′)有無に関わ らず攻撃行動に影響は認め られな

かつた (Fig.2)= ‐方,大 |,た んは くとオ リーブ油の

群では運動負荷の方がコン トロール に比べて攻撃性

は増加 した[同様 にカゼ インと糸I花 油の群 も運動負

荷の方がコン トロールよ り攻撃性が ヒ昇 した.対」((

的にカゼ インとエ ゴマ「「, 人 iり:と 紅花油, 人し11と エ

ゴマ油では, コン トロールの方が運動負荷 よ り攻撃

性は上昇 した。

同 じ植物油における運動負荷の影響についてカゼイン

と大豆たんぱくの比較 :オ リーブ油 とエ ゴマ油では ,

運動負荷 とコン トロール と 1)に カゼイ ン群の方が大

豆たんは く群 に比べて攻撃性 は高いのが認 め られた

(Fi3.3).紅 花油では,運動負荷はカゼインの方が コ

ン |ヽ ロールに比べて攻撃性は高かったが,コ ン トロー

ルでは運動負荷の影響はみ られなかった
[

同じたんぱく質の中で脂肪酸と運動負荷の影響 :カ ゼ イ

ンでは,攻撃性 に運動負荷の影響は全ての油で小さ

い傾向であった (Fig.4)=エ ゴマ油 と紅花油に比べて

オ リーーブ油の攻撃 1生 は低いのが顕著であった_り、II

たんはく質では,オ リーブ油が運動負荷でコン |ヽ ロー

ルに比べて攻撃性が 2倍以上に上 月したのが 目立っ

た (Fig.5).対 |」 目的にエゴマ油の運動負荷はコン トロー

ルに比べて攻撃行動は 3分 の 1以 下の低 さになった

のが記、められた、
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Fig.2 Effect of exercise on aggressive win ratio of sixteen fights among the group of same diets.
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考  察

魚介類に多く含まれる n-3系 脂肪酸は抗炎症作用・

抗血栓作用や脳神経系の構成物質 として機能 してい

るが,更 に様々な精神疾患への効力について研究 さ

れている
°
。また,n-3系脂肪酸は過激な攻撃的行動

を抑制 した L7)。 _方,たんばく質はスポーツ栄養に

おいて筋肉たんばく質合成におけるタイ ミングの報

告がある
1)。

運動 も不安行動の改善に効果があると

ラットで報告さ|れ ている
8)c

本研究で行った攻撃行動は軽度であったので,過

激行動 とい うより積極性 と考えられ る。積極性は ,

カゼインの方が大豆たんばく質より高いのが認めら

れた。運動負荷の効果はカゼインの紅花油とオリー

ブ油で上昇 したが,エ ゴマ油では極めて少ないのが

示 ざれた。n-3系 脂肪酸 とn-6系 脂肪酸については ,

双極性障害に関与している可能性も示唆されている
。)。

さらに,n-3系脂肪酸の効力には食事以外の因子の関

与が示唆されている
10)。

また,攻撃行動においては

ドコサヘキサエン酸 とビタミンや ミネラルの関与
11)

や,ADHDと ビタミンや ミネラルの関与なども挙げ

られているが
12)詳

細は未だ明らかでないので,今後

の課題である。

結  論

この結果より,攻撃行動はたんばく質 と脂質の質の

組合せによって運動の効果が変動 して影響することが

明 らか となった。
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Abstract

The aim of this study was to clarify the interaction of nutrients and intense exercise on aggressive

behavior ofrats fed experimental diets.

Method: Sprague-Dawley rats were divided either casein or soy protein group with either olive oil or

safflower oil or egoma oil. Further, each dietary group had both with (exercise) and without exercise (control)

rats. The rats of each group fed the experimental diet as equal amount of calories a day for thirteen weeks.

The exercise of rats were conducted by treadmill for rats twice a week for each five minutes.

Result: The group of casein and olive oil did not show any effect of exercise, but increased aggressiveness

of soy protein with exercise. On the other hand, the group of casein and safflower oil showed the aggressive

behavior higher than soy protein with exercise. Further, egoma oil with casein or soy showed extremely

reduced aggressiveness with exercise. In this study, casein induced aggressive behavior higher in three fatty

acids with exercise than soy protein.

Conclusion: The aggressive behavior increased by casein higher than soy protein with or without exercise.

Moreover, the effect of exercise was varied from the quality of three kind of fatty acid.


